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　木材乾燥の過程で発生する損傷は，大きく分け
て次の2つがあります。
（1）材の異方性収縮または木理の不整からくる
本質的な変形（そり，ねじれなど）
（2）乾燥方法の不適，乾燥設備の不備からくる
人為的な狂いや割れ
　などです。（1）については，現在のところある程
度以上は防止の方法がありません（桟積み材の上
部から荷重をかけたり，スプリングなどによって
圧締する方法はある）。しかし，（2）は注意すれば
ほとんど防止することができます。
　それには，木材乾燥の基本を正しく理解すると
ともに正しい乾燥技術を身につけることが重要で
す。多くの乾燥技術の中で見落とされがちになる
ものの一つに桟木の問題があります。正しく乾燥

を行うためには適正な桟木を用いることは当然の
こと，桟木を正確に配置すると同時に上下方向を
一直線に揃えなければなりません。しかしながら，
多くの工場ではこの初歩的なことが意外に守られ
ていないようです（写真①参照）。
　その結果が材のそり，ねじれあるいは木口割れ
などの発生につながり，大きな歩止まり減となっ
ています。特に，板目板の幅ぞり（カップ），繊
維方向のそりに対しては，桟木の適正な配置とと
もに整然とした桟木の並べ方が重要です。しかし，
桟木を適正に配置，整然と揃えることは易しいよ
うで意外に難しいものです。
　このようなことから，林産試験場では，桟木を
適正に並べ揃えるための簡単な定規を作り，桟積
みの際に使用して良好な結果を得ていますので紹
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①　桟積み状態（悪い例）

介します。
　定規は図に示すように非常に簡単なもので誰に
でも作れます。作り方を説明しますと，定規は厚
さ 1.5cm（この厚さは桟積み材の板厚によって異
なる），幅 10cm，長さ 3.7mの板 2枚に桟積みし
ようとする材の厚さに応じた桟木間隔を決め，こ
こに木片によって桟木が入る大きさ（桟木の幅方
向の溝を設けます。溝の幅は桟木の幅より 3～ 5
mm 広くすることが必要です。またこの 2 枚の定
規は，桟積み椪の側端に置きながら使用するので，
定規を安定するために定規の長さ方向 3ヵ所程に
腕木的な木片を取り付けます。さらに，いずれか一

②　定規の使用方法

③　桟積み状態（定規使用）

方の定規には桟木の不揃いを正しく直すために桟
木溝の外側を板（あて板）でふさぎます。
　使用方法は，まず，桟積み台車の面の水平をと
り，そこに被乾燥材の板厚に応じた間隔（定規の
桟木間隔と同じ）に桟木を並べ被乾燥材を積みま
す。次に，積み終った段の下（材間）に 2枚の定
規の腕木的な部分を挿入して安定させ，桟木間隔
に設けられているそれぞれの溝に桟木を入れ，そ
の上に被乾燥材を積み並べます（写真②参照）。
以後も同様な方法の繰り返しで桟積みを行ってい
くだけです。ただし，この場合，注意しなければ
ならないことは，定規の長さ方向の端と桟積み材

の端及び定規の側端部（幅方向）と桟積み
椪の側端とを一致させることです。これが
悪いと桟積み全体が前後，左右に傾斜して
不揃いになります。
　以上の方法で桟積みしますと，整然とし
た桟積みが行えます（写真③）。また使用
方法も容易ですのでこの方法によって桟積
みの作業能率が低下するということはなく，
むしろ後での手直し作業を考慮すれば能率
の向上が図れるでしょう。
　　　　　　　　（林産試験場　乾燥科）
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